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「「「「平成平成平成平成 19191919 年年年年１１１１月度月次売上概況月度月次売上概況月度月次売上概況月度月次売上概況（（（（速報速報速報速報）」）」）」）」についてのおについてのおについてのおについてのお知知知知らせらせらせらせ    
    

平成 19 年１月度月次売上概況（速報）について、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 

◇売上高（単体） （単位：百万円） 

１月度 当期累計 

自)平成19年１月１日 自)平成18年４月１日 

至)平成19年１月31日 至 )平成 19年１月31日 

期 別 

 

 

区 分 当期 前年同期比 当期 前年同期比 

レジャーリゾート事業部門※1 938 113.5％ 10,827 103.4％ 

 スパリゾートハワイアンズ 815 114.7％ 9,372 103.1％ 

 ホテルクレスト札幌 31 96.4％ 403 105.5％ 

 クレストヒルズゴルフ倶楽部 54 119.3％ 721 101.5％ 

 山海館※1  39   99.3％ 331   114.2％ 

燃料商事事業部門 2,170 123.8％ 13,627 109.4％ 

    合  計※1.2  3,108 120.5％   24,454 106.6％ 

 

 

 
 

    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     



 

◇利用人員（レジャーリゾート事業部門） （単位：千人） 

１月度 当期累計 期 別 

区 分 当期 前年同期比 当期 前年同期比 

ハワイアンズ   (日帰) 108 111.9％ 1,324 102.3％ 

ホテルハワイアンズ (宿泊) 30 112.2％ 315 102.1％ 

ホテルクレスト札幌 4 96.0％ 46 106.2％ 

クレストヒルズゴルフ倶楽部 4 119.9％ 42 95.0％ 

山海館※1     (宿泊) 1  95.2％  9 109.2％ 

※1 株式会社山海館は、平成 17 年５月１日に当社と合併いたしましたが、前年同期比較（累計）

には、前年４月の売上高、宿泊者数を含めた数値を用いております。 

※2 開発事業部門は、平成 18 年２月１日に会社分割いたしましたが、前年同期比較には開発事 

   業部門の売上高を除いた数値を用いております。 

 

 

 
 

    

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

     

 

 

 

 

 

 

 



◇コメント：平成 19 年１月度売上高について 

レジャーリゾート事業部門におきましては、ハワイアンズ（日帰）は、お正月休暇の長期化・

暖冬という好環境等により、学校休校日を主にご家族連れのお客様が増加し、108 千人（前年同

期比 111.9%）となりました。ホテルハワイアンズ（宿泊）におきましては、映画フラガールの

各映画祭受賞の話題性等により、そのエッセンスを織り込んだ新ポリネシアンショー『Hula 

Girl』が好評を博し、首都圏からの個人・グループのお客様が増加し 30 千人（前年同期比 112.2%）

となりました。クレストヒルズゴルフ倶楽部におきましては、暖冬により東北圏の宿泊パックは

減少したものの、地元圏の自社企画コンペ及び大口の受注と首都圏からの宿泊パックが増加し、

４千人(前年同期比 119.9%）となりました。ホテルクレスト札幌におきましては、道外からの観

光客が雪不足と大手旅行会社の主催商品が旭川に集中したこと等により減少し、４千人(前年同

期比 96.0%）となりました。山海館におきましては、「常磐沖の鮟鱇」の商品が本物志向の強い

首都圏のシニア層に受け入れられ増加したものの、宿泊を伴う新年会利用客の減少により、１千

人(前年同期比95.2%）となりました。この結果当部門の売上高は、938百万円（前年同期比113.5%）

となりました。 

燃料商事事業部門におきましては、石炭部門で電力向け及び一般産業向け納入数量が増加した

こと等により、売上高は 2,170 百万円（前年同期比 123.8%）となりました。 

 以上により、全体の売上高は 3,108 百万円（前年同期比 120.5%）となりました。 

 

※注 速報数値については、確定数値ではありませんので、若干変動する場合があります。 

                                       以 上 

 

 

 

 

 

 


